
議案番号 件　　　名 議決結果
第 103 号議案 大村市手話言語条例 原案一部

修正可決
第 109 号議案 平成 29 年度大村市一般会計補正予算（第５号） 原案可決
第 110 号議案 平成 29 年度大村市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
第 111 号議案 平成 29 年度大村市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
第 119 号議案 平成 29 年度大村市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

請願第２号 若い人も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める請願Ⅰ ( マクロ経済スラ
イドを廃止すること ) 不採択

請願第３号 若い人も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める請願Ⅱ ( 年金を毎月支給
に改めること ) 不採択

請願第４号 若い人も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める請願Ⅲ ( 最低保障年金制
度を創設すること ) 不採択

請願第５号 若い人も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める請願Ⅳ ( 年金支給開始年
齢の引き上げを行わないこと ) 不採択

議会第５号議案 地方財政の充実・強化を求める意見書 原案可決
議会第６号議案 大村市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

会派名 みらいの風 緑風会 至誠会 大政クラブ 社会クラブ 無会派

第103号議案
（修正案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 16 7

第103号議案
（修正案を除く原案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 0
第109号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 22 1
第110号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 21 2
第111号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 22 1
第119号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 22 1
請願第２号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × 3 20
請願第３号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × 8 15
請願第４号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × 3 20
請願第５号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × 3 20

議会第５号議案 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 13 10
議会第６号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 22 1
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〔概要〕
手話が言語であるという認識に基づき、手話に対する理解の
促進及び手話の普及を図るため、条例を制定するもの

市議会だよりおおむら市議会だよりおおむら5 4

●賛否が分かれた議案と審議結果

●請願第２号

※賛否が分かれた議案のみ掲載しています

●議員別賛否一覧表

●大村市手話言語条例が一部修正可決されました

（○は賛成　×は反対　三浦正司議長は採決に加わらない）

大村市手話言語条例については、所管委員会、本会議において、さまざまな議論が
交わされました。条例の概要や、議論の経過は次のとおりです。

厚生文教委員会

他自治体の手話言語条例のように前文を置かなかったのはなぜか。
当初は、全日本ろうあ連盟のモデル条例を参考に、前文を含めた条例案を作成
していた。しかし、本市の条例には原則として前文を置かないこと、本条例の
第１条と第２条に目的と基本理念という前文の内容が含まれていること、さら
に、「法律の前文は、国政の各分野における基本方針を定めるものや、重大な
社会問題に対応するためのものに加えることが多い」との法規関係の解説書の
意見を踏まえ、前文を置かないという結論に至った。
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〔修正理由〕

＊原案に対する主な質疑

＜こんにちは＞

＊修正案に対する主な質疑 前文を加えるのは、ろう者からの要望なのか。
ろう者からの要望があったわけではない。

本条例によって、多くの市民に、ろう者の立場への理解と手話に対する知識を深めてもらい、その
目的と基本理念に沿った施策が推進されなければならない。そのためには、これまでの当事者の方々
が歩まれた道のりや、本条例に込めた思いを前文として記すことが必要である。

以上の審査経過を踏まえ、１名の委員から、本条例の題名の次に前文を加える修正案が提出されました。

採決の結果、修正案については賛成少数で否決すべきものと決定し、原案については、賛成多数で可決すべき
ものと決定しました。

▼年金支給額の引き下げが続く中、高齢者も若
い人も年金制度に大きな不安を感じている。
キャリーオーバー制度が導入されると、物価が

上がってもすぐには年金支給額が向上しない仕組みに
なっていく。
　年金は、そのほとんどが地域での消費に回るため、年
金の減額は大村市の財政や経済にも大きな影響を与える
ことになる。

賛成

▼マクロ経済スライド制が導入される平成17年よ
り前の物価スライド制では、物価が下がったにも
関わらず、高齢者の生活を支えるための特例法に

より年金支給額を据え置いたことから、結果的に高い水準
で年金が支払われてきた。
　これでは将来の年金受給世代に大きな影響が出ること
から、マクロ経済スライドを導入し、激変緩和措置を講じな
がら本来の水準に戻したというのが正しい認識であり、決
して削減したのではない。

反対

〔趣旨〕若い人も高齢者も安心できる年金制度を実現するために、国の関係機関に
対し、マクロ経済スライドの廃止を求める意見書を提出してほしい

大村市手話言語条例

若い人も高齢者も安心できる年金制度の実現を
求める請願Ⅰ（マクロ経済スライドを廃止すること）

注1

注2

注3

①

②

修正案

▼前文とは一般的に、条例を含めた法規制定
の由来・経緯とその基本原理を述べたものと
されている。聴覚に障害を持たれた方が手話

を使う際、苦労されてきた道のりや、国際条約または国
内法における言語として手話の位置づけ等を明記して
おくことは、手話言語条例制定の由来を広く長く市民に
理解していただくためには欠かせない。多くの自治体も
そのような判断のもとで、前文を置いていると思われる。

賛成

▼市は、手話を利用されている当事者の方々
の意見をしっかりと聴取した上で、条例案を
作成している。この条例の大きな目的は、市が

推進する手話に関する施策を、手話に対する理解の促
進を図っていくことである。感情的な言葉が記載され
た前文を加えることは、未来永劫残る条例のあり方と
して、本当にふさわしいことなのか疑義がある。

反対

４名の議員から、本条例の題名の次に前文を加える修正案が提出されました。
修正内容及び、修正理由の趣旨は、委員会で提出された修正案と同様です。

《討　論》

採決の結果、修正案は賛成多数で可決し、修正部分を除く原案は全会一致で可決しました

本会議


